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成 果 の 概 要 

理学研究科・博士課程 4 回生・柳興鎭 (リュフンジン) 

 

学術集会名: 第４回 Chimpanzees in context シンポジウム, 国際霊長類学会 

主催者: リンカーン動物公園レスターフィッシャーセンター 

開催場所: アメリカ合衆国、シカゴ 

開催期間: 平成 28 年 8 月 18 日～平成 28 年 8 月 28 日 

【学術集会の概要】 

Chimpanzees in context シンポジウムは 1986 年に Jane Goodall 博士 と Paul Heltne博士が チンパン

ジー研究者を一堂に集め、それまでの研究成果を統合して、チンパンジーに対する理解を深める

ために始まったシンポジウムです。10 年ぶりに開催された今回のシンポジウムでは、著名な霊長

類学者たちの最新の研究成果や、経験豊かな教授陣の講演を聞くことができ、重要なシンポジウ

ムでした。 

国際霊長類学会は 2 年に一度開催され、霊長類学会で最も権威ある研究集会です。今回は、アメ

リカ霊長類学会との共催で、これまでになく大規模な学会でした。特に、今回の学会で決定され

た重要な事項の一つは、国際自然保護連合（IUCN）の絶滅危惧種の中で特別に保護活動が必要

な 20 種の霊長類のリストを更新したことでした。学会のメンバーとして、研究者たちが学問以

外の分野にも貢献をするという体験をすることができ、良い機会でした。 

【発表内容と成果】 

今回は二つの学会でポスター発表と口頭発表を行いました。8 月 19 日 Chimpanzees in context シン

ポジウムでポスター発表をしました。今回のポスターはボノボの老眼の進行が人間の老眼の進行

と非常に似ているという結果についてでした。有名な研究者たちが何人も来て質問やコメントを

くれました。 

今回の主な目的であった口頭発表は、私の博士課程の研究の一部である、メスの排卵期に伴うボ

ノボのオスの行動の変化についてでした。ボノボとチンパンジーのメスは、発情すると性皮が大

きく膨らみ、それが性的シグナルであると考えられています。さらに、ボノボのメスでは排卵期

間を大きく超えて性皮が腫脹し、発情期が長期化していることが知られています。発情の長期化

はオスの性的競合を緩和させる機能があるといわれていますが、メスの性的受容期間が長いから

と言って、オス間の交尾をめぐる競争が緩和されるかどうかは疑問です。もし、オスがメスの排

卵期を予測することができれば、その期間にオスの競合が集中すると考えられます。そこで私の

研究では、オスの繁殖成功に最も影響を与える「メスの排卵期」を、オスがどの程度正確に見分

けているか検証しました。コンゴ民主共和国ルオー科学保護区に生息する野生ボノボ・E1 グル

ープのメス９頭とオス１頭の行動を 12 ヶ月に渡って観察して、メスの尿サンプルを採取し、性

ホルモンの分析から排卵期を検出しまた。排卵期と行動分析の結果、オスは排卵期が近いメスの

動きに集中してついて歩くことが分かりました。特に最も順位の高いオスでは、メスの排卵の可

能性が高まるにつれ、交尾の回数が増加しました。しかし、このオスの攻撃行動の頻度は、メス



の排卵可能性とは関係がなかったです。もし、複数のメスが同時に発情した場合、群れのオスた

ちは妊娠の可能性が高い、３歳以上の子供をもったメスを集中的に追いかけました。この結果は、

メスの発情期間中、オスはそのメスが排卵が近いかどうか区別できるということを示しています。

この結果はオス間の繁殖のための競争は、メスの発情が長期化されているにもかかわらず、存在

することが示唆してます。 

この発表の後にはドイツの Dr. Deschner と私の研究の結果について議論をすることができました。

彼の研究室の学生一人はすごく似ている研究をしているが、私の結果とは少し違う結果が出てい

る言われました。どうして違う結果が出ているのか、議論を交わしました。結局、結論にはたど

り着けませんでしたが、共同研究の必要性について考えるようになりました。 
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